
平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
七
日
提
出

質

問

第

一

一

六

号

行
政
機
関
に
お
け
る
不
祥
事
の
検
証
体
制
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者

早

稲

田

夕

季
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行
政
機
関
に
お
け
る
不
祥
事
の
検
証
体
制
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

厚
生
労
働
省
の
不
祥
事
が
止
ま
ら
な
い
。
三
月
二
十
日
に
韓
国
の
空
港
で
職
員
と
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
た
労
働
基
準
局
の
賃

金
課
長
が
更
迭
さ
れ
、
三
月
二
十
五
日
に
は
、
厚
労
省
か
ら
分
離
し
、
事
務
委
託
を
受
け
て
い
る
日
本
年
金
機
構
の
世
田
谷
年

金
事
務
所
所
長
が
そ
の
ヘ
イ
ト
発
言
で
更
迭
さ
れ
た
。

他
方
、
厚
生
労
働
省
の
毎
月
勤
労
統
計
調
査
等
に
関
す
る
特
別
監
察
委
員
会
は
、
一
月
二
十
二
日
付
け
で
一
度
報
告
書
を
と

り
ま
と
め
た
が
、
厚
生
労
働
省
職
員
の
み
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
こ
と
等
に
つ
い
て
、
調
査
手
続
き
の
中
立
性
等
に

関
す
る
指
摘
が
な
さ
れ
た
た
め
、
厚
生
労
働
省
と
は
利
害
関
係
の
な
い
弁
護
士
三
名
に
よ
る
事
務
局
を
設
置
し
た
上
で
、
再
度

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
や
り
直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
毎
月
勤
労
統
計
調
査
等
に
関
す
る
特
別
監
察
委
員
会
は
、
先
の
質
問
主
意
書

で
も
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
従
前
よ
り
設
置
さ
れ
て
い
る
厚
生
労
働
省
監
察
本
部
が
母
体
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
厚
生
労

働
省
監
察
本
部
に
お
い
て
は
、
そ
の
設
置
要
綱
上
、
依
然
と
し
て
人
事
課
長
を
筆
頭
と
す
る
厚
生
労
働
省
職
員
が
事
務
局
を
務

め
て
お
り
、
外
部
有
識
者
は
、
専
門
員
と
し
て
の
位
置
づ
け
し
か
な
さ
れ
て
い
な
い
。

一

先
の
質
問
主
意
書
に
対
し
、
「
検
証
組
織
の
事
務
局
に
、
職
員
の
法
令
遵
守
を
含
む
国
家
公
務
員
と
し
て
の
服
務
に
関
す

る
こ
と
等
を
所
掌
す
る
組
織
が
関
与
す
る
こ
と
に
は
、
一
定
の
合
理
性
が
あ
る
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
厚
生
労
働
省
組

一



織
令
第
二
十
一
条
に
は
、
人
事
課
の
所
掌
事
務
と
し
て
、
「
職
員
の
任
免
、
給
与
、
懲
戒
、
服
務
そ
の
他
の
人
事
並
び
に
教

養
及
び
訓
練
に
関
す
る
こ
と
。
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
服
務
だ
け
で
な
く
任
免
や
給
与
、
懲
戒
も
所
掌
事
務
と
し
て
い
る

部
署
が
、
不
祥
事
の
当
事
者
や
そ
の
上
司
や
部
下
、
同
僚
に
行
う
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
立
ち
会
う
こ
と
は
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受
け

る
職
員
に
自
ら
の
出
世
に
影
響
が
出
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
証
言
内
容
に
歪
み
が
生
じ
、
結
果
と
し
て
当
事
者
に
と
っ
て
も
、

国
民
に
と
っ
て
も
不
当
な
調
査
結
果
が
出
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
改
め
て
問
う
の
で
、
は
ぐ
ら
か
さ
ず
に

答
弁
い
た
だ
き
た
い
。

二

毎
月
勤
労
統
計
調
査
等
に
関
す
る
特
別
監
察
委
員
会
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
厚
生
労
働
省
監
察
本
部
の
事
務
局
に
、
厚
生
労

働
省
と
は
利
害
関
係
の
な
い
弁
護
士
等
の
外
部
有
識
者
を
参
加
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

三

先
に
挙
げ
た
韓
国
の
空
港
で
職
員
と
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
た
労
働
基
準
局
の
賃
金
課
長
の
事
案
や
、
日
本
年
金
機
構
の
世

田
谷
年
金
事
務
所
所
長
の
事
案
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
監
察
本
部
は
何
ら
活
動
し
て
い
な
い
が
、
国
会
開
会
中
の
い
ず
れ

も
重
大
な
不
祥
事
で
あ
り
、
日
本
年
金
機
構
は
非
公
務
員
型
の
公
法
人
（
特
殊
法
人
）
と
は
言
っ
て
も
、
障
害
年
金
を
は
じ

め
と
し
た
厚
生
労
働
省
が
所
掌
す
る
公
的
年
金
制
度
の
信
頼
性
に
関
わ
る
事
態
で
あ
り
、
不
祥
事
続
き
の
日
本
年
金
機
構
の

組
織
体
質
を
踏
ま
え
れ
ば
、
と
て
も
機
構
単
体
で
事
案
の
検
証
や
再
発
防
止
を
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
厚
労
省
の
所

二



掌
事
務
が
広
範
な
国
民
生
活
全
般
に
わ
た
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
厚
生
労
働
省
監
察
本
部
の
事
務
局
体
制
の
強
化
や
活
動
の
対

象
範
囲
の
拡
大
を
、
不
祥
事
へ
の
対
応
の
透
明
性
や
国
民
へ
の
説
明
責
任
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
再
検
討
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

四

先
の
答
弁
書
で
、
類
似
の
組
織
を
持
つ
府
省
庁
は
、
外
務
省
、
財
務
省
及
び
国
土
交
通
省
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
文
部

科
学
省
に
も
類
似
の
組
織
を
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
い
ず
れ
の
組
織
も
、
今
般
の
厚
生
労
働
省
の
教
訓
を
踏
ま

え
、
外
部
有
識
者
を
事
務
局
に
迎
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

三


